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闘薪階大悌錦(昭和21年8月6目 第三糧郵便物認可)第1258暑で1)

学 生 団 体

京都大学暫聞社

京都市左京区吉田
痕都大学構内
寮都⑰8111(学内142甲)
振替・康都3909
1部(10円)

十
月
二
十
七
日

轟
山兄
都

科

学

シ

ン

ポ

ジ

ュ
ウ

ム
開

催

一九
六
八年
北
京
科
字シ
ン
ポ
ジ
.一ウ

ム
京都
薯
行委
員
会
(ま長
井
上
肩
人

文
耕教
授
)
は
一九
六
五
ヰ
京都
科
字

シ
ン
ボ
ジ
ュウ
ム
の開
彊
を
呼
び
か
け

一
{

皿
[}

て
い
る
。

こ
れ
は
ム
年
を
弟
一回
と
し
て
四
年

毎
に
開
催
さ
れ
る
北
駅科
寧シ
ン
ポ

ジ
.一ウ
ム
を全
撹
界
削な
運
動
と
し

て
拡
大
し
て
ゆく
た
め
の
日
本
の
科

甲
学
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ュウ
で
あ
る

一
。
統
一テ
ー
マと
し
て
は
「科
学
の

破
緩
、
腐
敗
と
圃
い、
わ
れ
わ
れ
の

科
学
を
いか
に
創
遺
す
る
か
「で
、

あ
ら
ゆ喝
目然
人
文科
学
系
の
約
十

二分
駝か
ら
の
報
告
と
対
繭が
行
な

わ
れ
る
.セ
足。
主
な
も
の
と
し
て
「

教
科
善
横
定の
歴史
的
な
慧
味
」
「

ロス
トウ
埋
.醐の
批
判
」
「ア
メ
リ

カ
物
理
学
の
思想
と
方
法
」
な
ど
が

予
尼さ
れ
て
いる
。

、

養

外

交

官

試

検

合

格

者

発

襲

この
ほ
ど
、
昭
和
四
叫
年
度
の
外
交
冨
試
験
の
合
格
者
が
発
表さ
れ

た
。
合
格鎚14は
次
の
三人
で
、
昨
托度
の
五
人
よ
り
は
少
な
い
が
、
三

同生
の合
格者
が
一人
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

▽
大
久保
基
(ω
年
編
入
.四
同
生
}
▽
河
合
正
男
(訂
年
へ
学
・
'

四
同生
)
▽
中
村
縫
博
(網
年
入
学
・三
同
生
)

京
大
オ
ケ
第
98
期
定
期
演
奏
会

貞
大
交
響楽
団
は
、
来
る
十
二
月
一日
に
大
阪
、
十
二
月
八
日
に
京

摯
㌧そ
れ
ぞれ
第
九
十
八期
簸
期
演
奏
会
を
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
周

演
饗
会
で
は、
シ
ベリ
ウ
ス
の
「交
斡
曲第
二
番
、
ド
ウ
ォ
ル
ザ
ー
ク

「バイ
オリ
ン
コン
ナ
ェル
ト
」
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
「序
曲
リ
ン
ッ
鞠、

モ
ー
ツ
ア
ルト
「セ
レ
ナー
ド
六
番
」
の
四
曲
が
演
輿
さ
れ
る
。
客
演

指
擢
者
と
し
て
は秋
山
和
慶
氏
を
ま
ね
き
、
安
田
謙
「郎
氏
も
害
濱
と

し
て
チ
ニ
ロ
を
圃
奏す
る
。
な
お
掌
生
指
揮
質
は
門
艮
一料
が
予
矩
さ

れ
て
い
る
。

採
用
併
任

教
授
》
そ
の
佃

教
授
》

≡
[京
大
人
事

≡

薬
教
授

窮
田
謙
吉

医
附膚
衛
生
検
査
技
帥
学
校長
事
務
代
理

洩
山
亮
二
(医

併
任
解
除

粟
爾
ア
研所
長事
勝代
理

堀
江
保
威
(経

.
鞠≡
海

外

出

張

印齢二

▽
林
晃
一郎
(工
助
教
授
}
ω
・10
・
18～
⑳
・11
・10

高
分
子

化
学
に
闘
す
る
研
究
調
査
の
た
め
ス
ウ
ェ
ーデ
ン
へ▽
田
川
基
二
(理

助
教
授
)
ω
・10
・20
～
41
ゆー
・3ー
タ
ノ
の檀
物
相
の
調
査
研
究

の
た
め
タ
イ
へ
▽
岩
槻
邦男
(理
助手
》
40
・10
・20
～
41
・2
・10

タ
イ
国
の
楠
物
眉
の
調
査
研
究
のた
め
タ
イ
へ▽
野上
素
[(文
教
授
)

釦
・10
・24
～
40
・11
・8

フ
ラ
ン
ス
で
のイ
タ
リ
ァ
文学
の
研
究

測
査
と
ダ
ン
テ
円
貞
会
議
出
席
のた
めフ
ラン
ス
へ▽
飯
島
茂
(東
南

ア
研
助
手
》
ω
・11
・-
～
41
・6
・30

殖南
ア
に
お
け
る山
地
民

往
会
の
研
究
調
査
の
た
め
台
湾
な
ど
へ▽
塩
谷饒
(教
喪
助教
授
》
40

・10
・%
～
40
・12
・26

ド
イ
ツ
語
学
の
研
究調
蓋
に
西
独
へ

全

甲

コ
題

ス
努
搬
デ

モ

聯
嶽
縫
な
ど
二
千
人
が
参
加

十
月
十
五
日
、
京
都
冒
年
決
廻
集
会
が
京
都
反
戦
覆

調の
ド
催
で
、
京
都
市
役
所
前
に
、
総
・,融系
労
働
者
や
府
学
運
の
響
生
約
二
千
人
を
染
め
て開
鱈

さ
れ
た
。
社
会
寛
・総
騨
・府
学
連
等
か
ら
の
メ
ノ
セ
ー
ジ
や
闘
争
報
告
の
あ
っ
た
あ
と
、
「目
綿
条
約
批
准
阻
止
」
「ヴ
ェト
ナ
ム
筏
曙
反
対
」
な
ど
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
全
域
の
拍
手
で
確
認
し
、
円
山
公
國
ま
で
の
デ
モ
行
進
に
移
っ
た
。

京都青年決起集会

途
中
四
桑
河
原
町
で
は
約
十
分
閲
に

わ
たる
は
げ
し
いジ
グ
ザ
グ
デ
モ
や渦

巻
デ
モ
を
辰開
し
、
また
四
栄通
り
で

は
斌
い
っぱ
いに
ひ
ろが
る
フ
ラン
ス

式
デ
モ
を
行な
った
りし
た
た
め、
各

所
で
一時
交
通
が
施
全
に
スト
ップ
し

た
。
祇
園
石
段
下
で
最
後
の
気
勢
を
上

げた
の
ち
円
山
公
團
で
流
れ
解
散
し

た
。こ
の
日
府
字
連
で
は
、
同
志
社
為
立

罷

命
・京
大
各
大
守
で
、
大
字
粂
会
を

開
いた
あ
と
、
三
時か
ら
同
志
社
明

徳
鋸
で
府
掌
超
集会
を開
いた
.
こ

の
集
会
に
は
、
三大
字
から
約
七
百

人
の
掌生
が
あ
つ
ま
り
、
日
綿
闘
争

の第
一弾
と
し
て
は
か
な
り
の
高
ま

り
を
み
せ
た
と
い
え
よ
う
。

京
大
でも
一時
か
ら
伝
経
-
戒
ロニで
約

六
十
人
が
集
ま
っ
て
、
京
大
集
会
を
釦

き
、
そ
の後
暦
学
運
集
会
へ
と
同
か
っ

た
.
ま
た
三
時
か
b
の
扇
二
"
、
五
時

か
ら
の
第
三
弾
と
か
な
り
の
鋤
員
を
み

せ
、
最
後
の
段
踏
で
は
約
二
百
五
十
人

ほ
ど
の
奴
に
の
ぽ
り
、
か
な
り
の
局
ま

り
を
み
せ
た
。
な
お
こ
の
あ
と
の
府
掌

運
の
行
画
日
程
と
し
て
は
、
十
月
二
+

兀
日
の
全
国
セ
ネ
ス
ト
へ
向
け
て
の
基

礎
つ
く
り
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

書

°゚舶凹

め
掌
生
八
人
、
労
働
者
六
人
の
計
十
四

人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
ま
た
都
学
連
に
社

宵
同
が
加
わ
り
、
参
謡
員
面
会
所
前
で

す
わ
り
こ
み
を
敢
行
し
た
。

ま
た
日
共
系
は
日
本
南年
館
で
、
日

輯
条
約
批
准
阻
止
、
安
保
条
約
破
桑

全
都
突
行
委
員
会
代
衰
総
決
起
集
会

が
千
人
の
参
加
の
も
と
に
行
な
っ

た
。
京
都
で
は
約
四干
人
の
参加
者

【
の
集
ま
り
の
中
て、
ス
ト体
制
の確

立
、
街
頭
行
動
の
強
化、
反
戦
,戸
耳

委
支
持
な
ど
の
万
針
が
確
認さ
れ

た
。
ま
た
大
阪
で
は
三力
人
の参
加

者
を
み
た
。

社
会
寛
、
総
評
系
の
反
戦
甘年
委
は
十

二
日
の
闘
争
を
基
盤
に
十
五
日
国際
反

」、

10・12

総
評
系
労
働
者
が
集
会

全
国
三
十
三
個
所
で
十

一
万
人

止
ベト
ナ
ム
薩略
戦
争
反
対
大阪
府
戊

総
決越
大会
が
それ
ぞれ
行
な
わ
れ
た

首
都
では
、
神
冨
外
苑の
餐
踏に約

七
万
人
が
参
加
、
日
筒六
郎
東
大
教

授
、
岩
井総
群
事
務局
長
の挨
拶
が

あ
ワた
後
、
新
宿
コ
ー
スと
国
会
コ

璽
ス
の
二組
に分
か
れ
国
会
胡願
デ

モ
を行
な
った
.
三派
連
合
の
再
建

都
学運
は
当
日
約
二
干人
を
集め
、
デ

モ
て
は
八人
の
学
生
が
㎡捕
さ
れ
た
.

港
区
赤坂
の
山
王
交
葦
点
でも
みあ
い

が
起
こ
り、
ま
ず
五
人
の
学
生
が
述
捕

,
「
』㌦P〆

」

?

、欝

ξ
護

♪、

●

十
二
日
、
社会
克、
総
㎡
系
日
田
原

満
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
金
国
勧
一

・行
動
第
二
殴
は
全
国
三
十
三
郡道
府
県

百
六
十
カ
所
で
十万
七
干
人
の
鰺
加
者

を
み
て
、
国
会
の
日
韓
条
約
審
謡
日
程

の
決
定
に
呼
応し
て、
全国
的潅
昂
凱

ご
を見
せ
は
じ
め
て
いる
.
こ
の日
、
首

'
都
東
京
で
は萌
治
神
宮
外
苑
で
日
韓
粉

砕
・ベ
ト
ナ
ム
反
戦
の
十
万
人
中
央
集

会
が
行
な
わ
れ
、
京
都
で
は
円
山
音
楽

堂
で
京
都
決
起
大
会
が
大
阪
で
は
北
区

厳畔
大
阪
プ
ー
ル
で
日
韓
条
約
批
准
阻

畿

●

o

o

さ
れ
、
以
後
各
所
て
機
甥隊
と
コゼ
リ

ア
イ
。
モ
、、、ア
イ
が算
ら
れ
、
こ
の
た

統府

蒋学
動連

 

全
国
各
大
学
に
み
る

九
月
に
は
い
って
か
ら
も
唆
北
大
∵
移
恥閃
賄
で石
12学
長
が
辞
任
し
た
の
を
始
め
と
し
て
、
お
茶
の
水
大
、
山
形

大
、
都
留
文
化
大
、
局凶
梓
済
大
、
群
膓
大
、
横
浜
国
大
な
ど
の
公私
ウ
を
間
わ
ず
大
学
紛
争
は
続
い
て
い
る
。
し
か

し
こ
れ
ら
は
ご
く
一部
分
が
表
面
化
し
た
のみ
で、
そ
の持
つ意
昧
は
も
っと
深
く
、
よ
り
広
汎
に
大
字
に
浸
透
し
て

い
る
と
い
え
る
。
冷,後
、
国
内
の
体制
強
化
が
進む
に
つれ
て
同
様
の
問
題
は
表
面
化
し
て
く
る
も
の
と
思
え
る
.

'

お
茶
の
水
零..
紮

続
く
全
学
授
業
放
棄

新
寮
規
定
改
定
反
対
で

戸一生
寮
撹
短
を
め
ぐ
って
学
校
当
局

と
叢
い
閥
争
って
い
た
お
茶
の
水
女
子

大
(文
京
区
大
塚
町
・藤
田
健
尊
長
》

で
は
「学
生
自
治
の
剥
璽
」
を
反
対
し

て
九
月
二
十
一臼
か
ら
全
学
授
策
放
桑

に
饗
入
し
た
。
二十
五
日
戸ふ駅当
周
は

こ
の
事
履
収
拾
の
た
め
、
新
寮
撹
梶起を

再ρ
ゴ
す
る
㎡議
く、を
開
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
学
生
側
は
こ
の
日
の

評
譲
員
で
裁
定
の
貝
体
的
な
検
認
が

溢
む
も
の
と
し
て
、
要
曜
書
を
提

出
、
雛
生
と
の
詣
合
を
要
氷
し
た
が

押
貞さ
れ
た
た
め
、
評
畿
会
中
止
を

唆
氷L
て
岐
λ
を
開
い
た
が
、
学
校

側
は
会
調
室
に
内
側
から
カ
ギ
を
か

け
計
議
会
を
続
行
した
が何
専
結
論

が
出
な
か
っ
た
。
ら
生
側
は要
求
貫

徹
ま
で
簸
期
限
授
業改
棄を
続
け
る

方
針
て
ある
.

ま
た
同
じ
く
新
寮
規
則
で
紛
耕
し
て

いた
一橋
大
掌
(千
代
田
区
神
田
一橋
、

増
田
学
長
)
に
お
いて
も
九
月
十
一;B

河漂 町通 を遭市一 ばい にフラ ンスデモ をす る学生 ・労働看

 

戦
デ
ー
に
は
全
国
分
働
者
学
生
軌
一行

陶
を
艇
趨
し
て
い
た
も
の
。

威
紬
提
案
、
賦大
,唱哲
派

(rロ
.丁

周)
焚
案
な
と
十
数
個
条
に
わ
兀
る
闘

舶
方
鈷
が
提
剋
さ
れ
る
中
で
、
活
発
な

醐戦
が
父
わ
さ
れ
、
最
終
的
に
は
、
委

飼
髭
捉
案
1
、
副
委
員
民
玩
案
5
、
b

な
ど
が
採
択
さ
れ
、
日
韓
闘
争
へ
の
勅

た
な
段
断
を
む
か
え
ろ
こ
と
に
な
っ

た
。会
は
委
員
髭
の
'旧任
委
報
告
か
ら
は

じ
ま
ろ
う
と
し
た
が
、
九
月
二
十
二

日
の
統
一派
系
自
治
委
員
集
公
に
委

員
民、
議
畏
が
出
届
し
な
か
った
こ

と
を
抵
明
す
る
動
紬が
あ
り
、
こ
れ

を
ま
す
と
り
あ
げ
、
次
に
r川任
憂
報

告
か
あ
った
。
以
下
倭
員
逗
提
案
、

対
集
の
順
に
闘
争
方
針
が
提
泥
さ
れ

統
い
て
象
大
職
組
と
反
戦
同卸
蚕
の

ア
ノ
ピ
ー
ル
が
あ
っ
た
.
討
備
の
後

採
択
が
行
な
わ
れ
、
委
員
長
提
案
1

と
'崔
要
提
案
2
、
3
、
副
委
員
炭

提
案
5
、6が
採
択
さ
れ
た
。こ
の
紬

果
+
血
目
の
国
欧
反
戦
デ
ー
の
肘
学

連
第
二
阪
行
動
に
鳳
っ
こ
そ
法
学
都

予
傭
ガ
ミ
、
理
学
部
分
属
問
題
を
全

学
的
に
㎞
う
な
と
が
決
足
さ
れ
た
。

こ
の
口
の
自
治
委
員
会
で
、
鰻
後
に
、

副
委
員
最
山
本
石
(就
一派
)
が
「十

・
一五
』
鍋
を
叡
醤
自
治
全
の
族
の
下

と
も
に
闘
う
」
こ
と
を
委
員
長
の
ま
と

め
の
瞭
に
嶺
明
し
、
統
[派
の
以
、削
の

分
裂
行
鯛
が
暫
定
的
で
は
あ
れ
止
揚
さ

れ
る
可
能
性
を見
出
し
た
こ
と
、
職
組

(日
鼠
系
)
反
戦
南
ヰ
委
(社
会
見
総

評
系
)
の
ア
ノ
ピ
ー
ル
が
行
な
わ
れ
た

こ
と
か
ら
も
張
寮
さ
れ
る
よ
う
に
、
日

び

労 働 論:統 一 場¥鋤(〒 鋤大
西 賢 一 著人聞
が人間たる所以は労働にある。
だが、その労働の本質は未だに解明されて
いない。
著者の圭張:労 働とは意識(人 間)と 自然
の絶対的矛盾的合一の運動である。
労働は宇宙運動の最高発典の結果であり、
時聞・室問を立体化し、四次元世界を創造
する運動である。

 

参
加
を
決
議

教
養
自
治
委
で
紛
糾

一秋
の
日
輯
聞
争
の
盛
哺
を
尼
め
る
教
震

自
治
会
は
十
三
日
午
後
三
時
四
十
分
か

ら
教
養
笥
四
十
番
教
怒
で
、
.白
賊
十
人

の
目
冶
委
員
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ

鰹

矯

鰐
縫
繍

醤

緩

毒

毬鰭
囁
争.奄肢開
一

浜・

国

・

大

工

教

.認

.

曙

「お
茶
大
新
間
」
「
}橋
新
聞
」
よ
り

一

横

器
甕

蒙

の
な
い
こ
と
を
臼
い
続
け
た
た
め
、

二
日
L
教
学
生
自
治
会
は
全
学
生
集

会
を
開
き
、
今
ま
で
の
代
衷
者
に
よ

る
交
沙
で
は
無
視
さ
れ
る
か
ら
団
交

て
今
後
交
抄
す
る
こ
と
の
闘
争
〃門言

を
抵
択
し
た
。

今
後
、
+
・一三
の
日
数
組
く
ト
と
の

共
闘
、
果
エ
大
、
東
争
大
な
と
教
宵
与

部
、
学
校
と
の
共
闘
体
制
を
固
め
て
ゆ

く
力
肉
を
見
せ
て
い
る
。
蓑大
・1
叔
も

八
・二
九
全
国
税
}行
蜘
以
後
」学
部

編
人
な
と
を
ム
氷
し
て
闘
っ
て
き
た
が

堤
体
み
、
.{験
な
と
で
立
遅
れ
て
い
た

闘
争
も
、
十
ユ目
.酬験
あ
け
と
と
も
に

超
ち
い
る
も
の
と
みら
れ
て
い
る
。

(横
拭
国
大
勤
聞
がら
)

た
.
こ
の
日
敦
擬
委
員
長
促
架
(五
十

四
人
の
教
艇
自
治
委
共
同
提
案
)
、
常

任
委
i
教
撰
部
副
委
員
長
提
案
、
統
一

鎚n ,昭nレll巳8圏1齢u,,51鳳r屡,■lll胃● ■■1陰膠ll, 「臨且「8131
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輯
阻
止
隔
争
の
阻
止
巡
の
政
覚
化
系
列

が
激
し
く
な
っ
て
い
る
ζ
と
、
な
ど
冒
一

立
っ
た
狩
徴
が
見
ら
れ
、
「方
旧
主
翫

派
系
の
闘
争
方
針
が
可
決
さ
れ
た
こ
と

に
、
今
後
現
圓
学
会
を
単
捧
す
る
民
博

11
統
一派
が
如
何
に
対
処
す
る
か
が
、

げ
目
さ
れ
る
。
(な
お
旧
主
流
派
の
一

分
派
を
形
戯
し
て
い
た
ト
ロ
与
同
が
こ

の
日
京
犬
叫新
派
膚讐
目を
し
た
。
)
ま

た
、
当
日
委
員
長
の
ま
とめ
た
後
現
.仙

彊
期
曝
ス
ト
で
闘
っ
て
い
る
横
国
大
工

教
へ
の
支
撫
ア
ノ
ビ
ル
、
及
び
京
大
工

教
に
対
す
妥
援
の
ア
ピ
ー
ル
が
、
工

教
闘
鰭委
よ
り
行
な
わ
れ
た
。

10.17

京
都
で
全
自
代

日
韓

・ベ
ト
ナ
ム
闘
争
で

無
期
限

ス
ト
へ
突
入

工
学
部
編
入
要
求
し
て

一一日
横
嵌
国
大
(横
灰
巾
閉区
洞
水
ガ

で

丘
四
一)
工
業
教
員
養
成
所
字
生
自
治

会
は
「エ
教
生
の
無
条
件
-
学
部
綿

入
」
「工
教
即
時
廃
止
」
「来
年
度
新

入
生
募
集
を
行
う
な
」
「工
掌
部
囚
に

工
巣
教
宵
講
座
を
新
設
せ
よ
」
「単
科

大
学
化
反
対
、
工
業
教
員
彊
成
学
部
化

反
対
」
な
と
の
闘
争
冨
言
を
発
表
し
、

当
局
が
こ
の
要
求
を
入
れ
る
ま
で
無
期

限
授
、入放
棄
を
航
け
る
こ
と
を
択
定
し

た
。今
年
の
六
・二
九
工
教
傘
国
統
一行

動
後
も
横
浜
国
大
ユ
教
生
は
夏
休
み

明
け
後
だ
だ
ち
に
行
勤
冷
開
始
し
、

こ
れ
ま
で
の
要
永
、
質
間
な
と
を
ま

と
め
た
公
開
質
問
状
を
九
月
三
十
日

所
長
、
教
冨
会
譲
に
提
出
し
、
文
書

同
答
を
確
約
し
て
い
た
.
し
か
し
所

長
、
教
冒
、
事
務
局
は
一日
約
束
日

に
な
って
も
同
答
を
出
さ
ず
、
所
長

・

・

の

コ

。
京

大

は
病
気
を
理
田
に
帰
り
、
文
瀞
回
答

さ
え
し
な
い
と
い
う
態
度
に
出
た
.

そ
れ
に
加
」窒

尊
科
大
学
制
に
し

て
⊃
教
生
を
救
う
と
い
つ
全
く
根
拠

コのい

工

教

.
".・

二
十
日
か
ら
授
業
放
棄
か

二昌
崎
総
九
晶

機
動
隊
に
守
ら
れ
可
決

"
私
寧
化
反
対
闘
争
で
紛
糾し
て
いた

群
馬
県
高
崎
市
立
経
済
大
此
で授
衆
料

大
学
側
授
業
料
値
上
で

の

催
上
反
対
運
駒が
九
月
二十
一日
以
釆

統
い
て
いる
。
こ
の偵
ナ
案
は、
私
孚

化
案
を
引
っ込
め
る
代
り
と
し
て
理
事

会
が
提
出
し
た
も
の

二
十
一日
学
生
約
ハ.臼人
は
.旧議
会

」
本
会
議
偵
上
案
提
出
阻
止
の
た
め
市

役
所
に
集
ま
り
、
議
場
前
廊
下
に
座

り
込
ん
だ
。
市
側
は
こ
れ
に
淘
し
県

・械
動
豚
に
出
勤
を
要
請
し
、
突
力
行

使
で
学
生
を
抹
除
し
、
議
長
を
蹴
員

の
誕
衛
て
議
場
へ人
れ
「授
費
科
但

中騒
雑
野
轄
莚
耀
い箋
漿
薫
灘

長
会
鹸
に
向
け
工
教
即
時
廃
止
、
工
学

反
対
を
蟹
、尽
二
十
目
か
ら
金
面
熱
期
限

部
供
条
件
編
入
、
工
学
部
へ
工
濃
教
冨

授
業
皮
棄
を
行
う
予
短
で
あ
る
。

講
座
を
、
単
科
大
、
教
員
養
成
毎
鄙
反

既
に
年
長
、
所
長
に
対
し
団
交
討
氷
、

十
日
囹
よ
り
ク
ラ
ス
討
論
を
込
ね
十
五

上
案
」
を
輯
行
採
決
し
、
社
会
、
公

臼
理
在
全
ク
ラ
ス
の
三
分
の
「が
ス
ト

明
野
冤
欠
席
の
ま
ま
可
択
し
た
、

決
設
を
行
っ
て
い
る
。
十
九
日
ま
で
に

(中
大
新
聞
か
ら
)

残
り
の
決
議
を
済
せ
、
同
日
拭
の
学
生

碍
修
大
に
お
い
て
も
九
月
二
十
五
日

大
会
で
最
穏
決
議
を
し
た
だ
ち
に
供
期

授
叢
料
憾
上
反
対
で
宇
生
側
が
集
合
、

眼
ス
ト
に
入
る
予
短
で
あ
る
。
また
十

デ
モ
な
と
を
行
い
、
枚
門
に
ピ
ケ
を
、恨
六
日
に
は
学
生
集
会
を
開
き
上
洛
中
の

り
討
戯
員
の
入
叔
艶
睡
』
し
泥
。

社
ムバ
兄佐
々
木
距
員
長
に
対
し
国
会
奴

上
け
認
願
を
択
謡
し
、
同
日
¥
冶
市
民

会
館
て
の
・..、見
を
予
足
し
て
い
る
.
騨

方
既
に
無
期
限
ス
ト
に
入
っ
て
い
る
横

浜
国
立
人
で
は
十
瓦
日
金
国
L
教
目
濱

ん陥代
表
者
ヘム畿十
ハ、
七日
侮国
掌
以

A晒を
開
催
、
果
工大
が続
い
て
スト
に

入
り
超
鎖
的
に
A国
弘
天
を
は
かろ
う

と
し
て
い
る
。

京
入
て
は
旗規
限
ス
ト
は
二十
七耳

以
米
て
あ
の
、
そ
の闘
争
の敗
北
から

の
挫
折
は
」
教題
函
に
ニヰ
聞
の
紀白

を
つ
く
っ
た
。世
代
の代
わ
った
現
ω

六
弓
㎞
熱
の
'.肩果
とし
て
一
回生
に
お

い
て
は
既
に
挫
折
感
が
4
し
ら
れる

か
、
曳
に
'てれ
を
も
兄服
し
て㎎
物
を

進
め
る
た
め
宋端
部
では
最
便
の㎞
い

に
ムカ
を
集
中し
て
いる
。

+
月
+
」
日
、
同
志
社天
学に
於
い
て

京
都
府
学
運
・渠
京
都
掌
運
の
執行
委

に
よ
る
全
自
代
(念
国
目
冶会
代
衰
者

会
議
)
の
会
合
が
社
学
同
、
社
樹
同、

マ
ル
宰
同
中
核
派
の
各
M
流
を
集
め
て

行
な
わ
れ
た
。
こ
の
会
合
で
は
京
都府

掌
述
の
檎
改
派
・フ
ロ
ン
ト
の
拠
点
て

あ
る
立
命
館
大
学
写
友
会
の
京
都府
学

運
囚
に
於
け
る
勤
向
を
見
る
中
で日
輯

条
約
批
准
断
乎
囲
止
に
向
け
て
の
闘舶

一}=,一
一噌二
=一冒

,一一=層一:
=
一一=曽=
=;爵一二=
一F
,一二"一

;
一脚
冒

二一一一,

W
U
S
は
八
月
三
十

一
日
付
で

「
一
般
教
青
に
関
す

る

六
甲
山
ア
ピ
ー
ル
」
を
約
九
百
還
程
を
全
国
大

学
勢
長
、

学
部

叉
、
自
治
会
、
学
生
新
闘
に
あ
て
て
出
し
た
。
'て
れ

に
よ
れ
ば

「
二

)
旧
制
大
学
が
生
ん
た
偏
狭
な
知
識
教

胃
11
専
門
教
脅
を
新
制
大
学
に
お
い
て
は
輿
に
改

酉
さ
れ

た
と
は
思
え
な
い
。
塘
本
的
な
歴
史
的
関
係
に
お
い
て
鰻

方
針
と
し
て
の
10
/
29
全
国
大
ネ
ゼ
ネ

ラ
ル
ス
ト
ラ
イ
キ
の
提
起
な
ど
が
問
題

に
な
っ
た
。
し
か
し
か
鳳
て
か
ら
の
学

生運
動
内
で
の
大
き
な
誤
題
と
な
っ
て

いた
あ
ら
ゆ
る
醐
流
、
あ
ら
ゆ
る
学
生

自
浦
会
の
集
合
体
と
し
て
の
全
学
楚
再

建
、
十
二
月
と
噂
さ
れ
て
い
る
共
産

免
、
民
胃
・就
}
派
に
よ
る
第
二
爪
都

肘
宇
運設
立
の問
随
な
ど
は
餓
題
に上

ら
な
か
った
。

O一一一鶉■畠亭
:
一一一:

二噌一=

一一一一=
■
..一=
=呂

冒一=一3

.一.一甲一,一

=一■層一冨

も
な
る
。
そ
の
息
大
学
人

の
一
層
の
努

力
が

Ψ
ま
れ

る
.

」
以
上
が
そ

の
囚
窃
で
あ
る

。

現
在
行
な

わ
れ
て
い
る

一
般
叙
育
は
昭
利
二
十
四
年
新

制
入
学
が
発
足
し
た
晦
幽
叡
買
叔
脅
便
節
団

の
勧

告
に
従

っ
て
取
り
入
れ
た
も
の
だ
が
、
結
局
機
械
的

に
旧
制
大

学

に
そ
の
低
次
年
に
修
得

す
る
も

の
と
し

て
カ
リ
キ
ニ
ラ
ム

に
岨
み
入
れ
た
た
め
、
旧
制
高
枚
や
、
専
門

教

官
の
か
た
て
ま
の
仕

事
、
あ
る

い
は

基
礎

教
肉
の
た
め
と
し
て
し
か
行
な
わ
れ

て
こ
な

井

上

清

教

授

が

。

十

一
月
祭
テ
ー
マ
講
演

十
七
日
十
二
時
三
十
分
か
ら
法
経
第
四

教
至
で
、
十
一月
祭
の
テ
ー
マ
講
演
会

が
講
師
に
人
文
研
教
授
井
上
肩
氏
、
立

命
鋸
大
学
切
教
授
貞
広
太
即
氏
を
む
か

え
て
行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
三
〇
〇
人
ほ
ど
の
学
生
が

井
上
教
授
の
「新
し
い
歴
史
は
ぼ
く
ら

の
手
で
ー
」
と
題
す
る
諦
演
に
《
心
に

近
㎞
、
祠
日
新聞
て

主
鮒
の
投喬
を
含
めて

記
事
四
っ
の
L
題に
な

っ
た
〃大
学
生と
マ
ン

ガ
"
は
S
・
S氏
の
触

雑
な
札
貴
現
象
を
理
解
す
る
に
は
高
校
の
よ

つ
な
遺
史
で
は
な
い
葉
中
的
な
歴
史
教
育
を

必
須
化す
る
必
豊
が
あ
る
。
(=
)
一般
教

青
の
便
冠
的
な
人
文
、
藁
試、
自
然
科
学
の

-
よ
う
な
系
列
分
鎖
を
廃
レ
も
っ
と
総合
的
な

"
学
門
的
研
究
を
一
般
教
冑
に
組
み
込
む
へ
き

壕
で
あ
る
。
(三
)
以
上
の点
か
ら
W
U
S
は

.
京
大
、大
阪
外
大
で
一般
教
肯
触
程
にゼ
ミ

"
ナ
ー
ル
制
を
課
外
に
設
け
て
一部
教
鴇
の
協

幽
力
で
ズ
験
的
に
小
鋒団
教
脊
を
訊み
た
。
そ

し
て
①
麗
史
教
宵
、
現
笑
の固
題
を
扱
って

ゆ
く
総
合
コ
ー
.八を
設
け
る
こ
と
②
与生
、

川,
教
鴇
の
}艘教
冒
に
関
す
る
意
該
の低
さ
を

打
開
す
る
た
め
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
十

分
に
行
う
。
⑳
それ
に
伴う
辱
門教
目
の
允

㎜
実
と
、教
喪
、
専
門
の教
再
の徳
錫格
一かを

川
是
正
しな
け
れ
ば
いけ
な
い④
講
議内
容
を

脚
知
る
前
に選
択科
目決
簿を
し
な
け
れ
は
な

川
ら
な
い現
行
制
度
は
改
㎡レ
な
け
れは
な
ら

な
い
㈹図
轡
郎
の発
芙
、
持
に&
大
、
地
力

国
公
立大
字
◎
これ
ら
の
謂改
亀
に
行
う
財

川
敗
的
盛
付
け
は
入
㌢
の重
要
性を
考
え
る
な

川
ら
国
家的
保
郎
が
絶
対
室
て
あ
る
。
以
上

川
を
一
暇教
臼
の理
ぶと
し
て
堺
状
改
,琳案
と

嚇
し
て
礎
小す
る
。
」

.

贔
後
に
十
月
しは
「大
レ
設
置
幾
罵
の
収

ll■■`ll51.

に焦点
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L
に
っい
て
の
癌論
か
出
6れ
る
が
大
銑
の叙
百囚
ロ賀

文
部
負
も
て
行
つこ
と
は
明
bか
に
大
・.γの
d
滞仮
得
て

あ
る
。
こ
れ
は
憲
砿に
おけ
る
り.・問
の
目
由
に
二反
げ
る

も
ので
あ
り
絶
対
反
↓し
なけ
れ
は
な
り
な
い.
現
d大

掌
人
の
一段
叙肴
制
度
に
寸
す
る
改
西の
男
刀
ぱ
威
た々

.Oも
のて
あ
り
、
.で
の感
喝
さ
い、
大
..
の甫
口千属
㌧

WUS教 養問題でアピーノレ

法
制
と
実
態

A
5
制
三
ニ
ニ頁

窟
入
価
九
八
〇円

現
代
地
方
自
治
論

藁

埋論
毒

舅

紫
的
な
筆

茎
誓
し
て
幕
喬

ト

和
田英
夫
・今
捜
儒
雄

佐
藤

納二。沖
田
哲
也
丘縮

振爵策京七二九四

 

社

諸
制
度
浄萌
ら
か
に
し
、
第
ご
綱
で
は
、
そ
れ
ぞれ
の專
攻
分
野
と

職
域
の
▽
場
に愛

箋

が
、
日
本
の
努

倉

にお
レて
屡

さ
駅
論

れ
つ
つ
あ
る現
代
的
諸
問
題
は
と
の
よ
う
な
も
の
か
を最
近
の
具
体
く

的な
テー
マの
な
か
で
尖
鋭
な
分
祈
と
解
閉
を行
な
った
。

↓
評

新刊一

★
判
例
噂商
法
総
則

・
商
行
為
法

鷹

髄

★
ア
メ
リ
力
憲
法
成
立
史
研
究

躍
四頷
隔
東以神田
神保町二

物
更
観
マ
ン
ガ
が
そ
の
焦
照
であ
る
ら

し
い
▼
S
・
S
氏
主
譲
の月
刊
マン
ゴ

講
は
の
罠
長
編
マ
ン
ガ
の詩

豊

成
に
っ
い
て
貞
剣
に
而じ
た
大
多生
の

投
書
だ
け
がな
ら
ん
で
いる
。
マン
ガ

と
は
本
米
、俗
物
的
な
【面
を
含
む
か
、

S
・S
氏
の
マ
ン
ガ
にあ
ふれ
出
る
俗

物
姓
の
一面
に
わ
が
大学
生
マン
ガ
愛

好
家
が
気
づ
い
て
い
る
のな
ら
この
ブ

ー
ム
は
大
学
生
の
ひら
きな
お
った
互

心
感
の
+
ど
り
を
含
む
だ
ろう
し
(俗

物
性
に
徹
す
る
こ
と
が薫
命
を
背遍
化

す
る
と
やら
の
悟り
も
含
めて
)
気
つ

い
て
い
な
い
のな
ら
あ
ま
り
に
ナ
イ
ー

ブ
(け
じ
め
がな
い)
と
いえ
る
だ
ろ

う
。
S
・
S
氏
の
マ
ンガ
のリ
ア
ル
な

手
法
や
残
虐さ
と
やら
に
感
じ
いる
こ

とは
裏
旭
し
の無
縁
感
な
ぞ
では
な
い

わ
け
な
のだ
ろ
う
か
▼
S
・
S氏
の
唯

物
史観
にナ
イ
ーブ
に
"緊
彊"
(各

紙
記
箏
)
する
と
いう
大
争
生
の
唯
物

史
偏
と
や
りは
、
「大
学
生に
は
む
し

ろ
反
脳
を
持
つ
」
(週刊
サ
ン
ケ
イ
)

て
い
る
S
・
S
氏
の
唯物
史
硯
や俗
物

性
や
、
そ
の
月刊
マン
ガ
が
出
版
文
化

n
を
受
け
て
い
る
こと
の
それ
な
り
の

慮蛛
に
ナイ
;ブ
に反
応
して
いる
ら

し
い
。.出者暫
が
璽
な
った
商
弛威
憲
一

畿
をわ
りび
く
に
し
て
も
、
〃し
,嚥せ

ん
マン
ガ
"に
対
す
る
〃け
じ
め
の
な

さ
"を
つ
いた
「平
凡
パ
ン
チ
」
の
指

摘
か最
も
あ
た
って
いる
の
か
も
し
れ

粥
齢
藷
筋
錘
鍵

の
り、ンガ
は、
そ
の
操
作
の
力
伝
醐

ヌキ
の彼
辱の
状
滉
ら
し
い、
せ
い
ぜ

銭
発
鍵
漉
評
墾へ

た
のだ
ろ
、つ▼
「斐

饒

が
.溢
漆

れ
か
ち
で
あ
る
心
理
字
の
'巾識
」(ヰ
.

ユビ
ィリ
エ)
を
抱
え
た
現
代
の
思
想

の状
況
で
あ
って
み
れ
ば
、
開
題
に
さ

協蕪
綴
離
超
"隙豊

"
個
の
状
配
"
で
も

"
状
尻
"
な
の
て

,

も

猛
い
。

〃
個

へ
の
沈
濯
"
と

〃
迩
伽璽
 一

の
瓶尻
"
と
が
張
り
合
おう
と
も
ナ
イ

ー
ブ
で
け
じ
め
が
な
い
と
い
う
戸に
お
一

いて
変
り
映
え
か
し
ない
。

r
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一 知 覚 の 反 射 的 蕃 礎 一

ソ コー ロフ 欝金 子 隆 フ}・鈴 木宏 哉 訳A5・1700円
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1

安
保
体
制
と
憲
去

渡
辺
洋
三
著

(東
大
助
教
授
)

定
循
四
二
〇
円

2

安
旙
写
か
ら五
午
ー
新
蚕

制
は
日
本
国
民
の生
活
と

樵
利
に何
を
も
たら
し
た
か
2本
書
は
そ
の
厳
ー
い現
実
を
、

政
冶
・軍
亭
・教
青
・冶安
の各
分
野
か
ら
科
学
的
ー3分
析
し

福
祉
国
象論
を全
面
的
に
批判
し
当
面
す
る
改憲
間
題
を
解
明

新刊!

中
林
賢
二
郎
著
(都
立
大
×
上
》三
穴
o
円
(下
V日
二
〇
円

世
界
労
働
運
動
の
歴
史

塩
田
庄
兵
衛
著
(都
立
大
)

囚
五
〇
円

日
本
労
働
運
動
の
歴
史

史
350円

弾 圧 の 歴
塩田庄兵衛著(都立大)

労働旬報 社 難 叡警畿署
尋
.

か
っ
た
。
し
か
し
、戦
後
一
応
女
だ
した
経

済
体
制
で
学問
の軍
安
さ
が
一
般的
に
認め

ら
れ
て
いる
にも
か
か
わら
ず、キ
生
目
身
、
聞
き
入
って
いた
.
教
授
は
ア
メ
リ
カ

ま
た
男
門
教
宵
に
対す
る
一般
教
脅
へ
の不

のヴ
エト
ナ
ム
雌策
を
激し
く
批
雛、

満
と
い
う
も
の
が年
々
増加
し
て
きた
.
承
戦
争
に
下義
の
戦
僚
(解
放
戦
与
)
と

大
で
の
耽計
によ
れ
ば
金宇
生
のう
ち
寺し

不
正
の戦
舶
(揚
略
戦
争
)
が
あ
0、

か
一般
蚊育
の授
某
に
出
て来
な
いと
い
つ
こ
れ
を
因
却
し
て
い
る
歴
史
客観
L
義

現
象
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
押
「
乗
て
は
抵

に
陥
ス
って
い
る
一部
の
鹿
史
り小を
も

礎
教自
聞
題
、
文
昌
系
は
単
な
る
教
遥
」式

激
し
く
批
難
し
た
。

'

に
踊
い
r,て
いた
。
.て
し
て
文
科
系
',生
に

ま
た
』
年
の
ト
ン
キ
ン
冴
事
午
に
、口

も
姑
礎
救
脅
を
や
ら
せ
う
と
いう
感
覧的
な

及し
て
、
ソ
題
の
国
濾
提
βを
彊
効
し

癬
見
も
出
さ
れ
た
。
し
か
し
他
力少
数
の
学

てい
た
。

生
、
救
属
が
これ
に対
し
て
度
い問
少
し
つ

つ
一岐
教
肖
に対
す
る
検
」
、
改
占要
塞を

行
な
って
き
た
。
三十
三勾
大
樹
正
男
名
誉

教
授
の
「馨
部
糞

タ
テ
刮
蕎
警

胴

論
」
な
ど
が
出
さ
れ
W
U
S
な
と
も
・二↓
八

到
U
か
り
教
姦部
ゼ
ミ
アー
ル
開
設
運
動
を

起
し
て
一般
萩
有
の改
革
痩
商
は
団
断
なく

翁
な
わ
れ
て
きた
。
理

∬み
人
ても
9
」ー

ス
と
いわ
れ
る
高
座制
か
叙
め部
ド}.晒
険的

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
、
こ
の㌦
駅は
辱

梢
勺に
上
か
って
いる
よ
っだ
。

}

経
済
危機

を
見
つ
め
て

佐藤

内閣

へ
の
忠言

木
内信

胤箸

☆
10月

⑳日

刊

B6

判
三隔
δ円
・
〒η

独自

の経

済理

念と
鋭
い批

判で

知ら

れる

鍔看

が、
日
本
経
碑を
混迷

に追い込んだ池田経済政策の失敗のよって棄たる原困を究明し、この破局から救うべき方法として、佐藤内閣のζ鵜べき道を小している.

巨大

組

織組

織
を
泳
ぐ
人
々

R
・

プ
レ
ス
サ
ス

寿里

茂/

曽艮
甲
盾
司
訳

九
〇〇

嬰〒
m

組織

の時

代は
、
私
た
ちに

とっ
て動

かビ

なh
確
た
る
現実

であ

る。

本誉は、社会届労の謳分野の最薪の成果に牟いて、組織の病理と組織における人間の会を圃いた。誰が出趣型か、誰が無関心型か、またハムレソト型ほ誰か。学生、ホワイト九ラーの必読書。B6判上製

二
〇世

紀
の
社会

学
襯
鱗鱗

蓋
訟o判

融厭

動
乱
の
ア
フ
リ
カ
を
行
く

星
野
芳樹

薯

新
僻判

三五

〇円
・
〒η

粥5

変転

きわ

まり
な
い
アフ

リカ
、
それ
が
虫
ヴ
圃
30
故
ヵ国

をよ

うす

る暗

黒大陸の現異の姿で晦Φ。薪誉は胎動朗におけゑ民族指導者と面威、さまざまな庶饒の中で生活し、流産し爵AA金幽の翼相など.政治社会の両面を丁るどい目でみ、苦轍するアフリカを描いている奪

就束薔振/関噸駅

現
代
の
経
営
霧
需
翻講

P・
ド
ラ
ッ
カ
ー

経
営
の
基本

的
考
え
方を

示
す古

典碗簡禦歌嚇鎌的名著の最新"改訳11廉価版!

東

杜ドン憧鮒

マ

ン

根
性
人
や
る
箋姿

鰹鐸

紡

L本

明

曹曇

者

★
10
月笛

日鞘

売

三〇
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・
〒
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現
代
に
哲
学
は
不
毛
か

　

往
、
哲
学
、
こ
と
に
マ

(現

)

ル
ク
ス
轟

の
墓

は

く

罵

し
歪
蓄
き
の
め

て
い
る
.
現
代
に
餌
学
は
不
毛
な
の
で

は
な
い
か
と
さ
え
疑
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
不
毛
と
は
}体
ど
う
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
不
毛
と
は
理
論
が
発
展

を
と
め
有
効
件
を
失
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
帽
掌
が
掌
と
し
て
正し

い
方
法
を
も
ち、
寓契
の
路
線
の上
に

立
っ
て
い
る
の
に、
それ
が
停
濡
し
混

乱
し
て
い
る
とず
る
な
ら
、
この
よ
う

な
不
毛
に
た
いし
ては
、
哲
学
者
の
怠

慢
を
貿
めれ
ば
こと
泥
る
で
あ
ろ
う
.

しか
し
、哲
学
が
い
ま
直
面
し
て
い
る

困
蒸
は
、
この
よ
う
に
単
純
で
安
易
な

も
ので
は
ない
.
か
って
カ
ン
ト
は
形

[
1

藤

而
上
掌
は
学
と
し
て
可
能
であ
る
か
と

問
う
こ
と
を
余
儀
な
くさ
れ
た
。
そ
れ

と
同じ
事
態
が
、
現
在
、
哲学
、
と
く

に
マ
ル
ク
ス
主
義
の
哲
学に
お
ζ
って

い
る
の
で
はあ
る
ま
い
か.
存
在
者
の

鷹
に絶
対者
を
塔
える
形
而
上
学
は
、

主体
と
して
の
現
存
在
が
、
あ
る
昌
体

的
個
別
的
な
独
立
性
を
も
った
自
立
的

ま
体で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
そ
の
世

界
が
狭
い
固
定
的
安
程

を
も
って
い

る
と
ζ
う
に
の
み
成
り
立
つ
こ
と
が
で

き
た
.
主
体
と
そ
の
世
界
と
が
固
題
的

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
超
超
と
い
う

こ
と
が
考
え
る
こ
と
が
で
きだ
の
で
あ

る
.
し
か
陀

カ
ン
ト
が
直面
レ
た
世

界
は
、
も
は
や
、
超
画
可
能
な
具
体
的

安
簿
性
を
も
っ
て
は
い
な
か
った
.資

本
王義
的
世
界
は
、
無
限
に
多
様
で
無

限
に
拡
天
し
変
化
し
て
や
まな
い
世
界

で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
ヒ目
国的
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
も
は
や
主
体
も
封
建

的
主
体
の
も
って
い
た
艮
体
的
独
立
性

を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
主
体
は
、

盲
目
的
に
聖
熱
限
に
変
勤
す
る
と
い

う
意
味
で
質
を
も
た
ぬ
抽
象
的
恒
界
と

も
い
う
べ
き
世
界
に
拗
き
か
け
、
こ
れ

を
支
配
す
る
た
め
に
は
、
自
分
も
ま
た

質
を
も
た
め
抽
象
的
な
普
温
性
と
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
そ
れ
は
無
限に

自
分
を
変
え
る
こ
と
を
強
要
され
て
い

る
の
で
あ
る
.
主
体
も
世
界
も
、
い
わ

ば
、
固
定
的
な
質
をも
た
ぬ
と
い
う
憲

味
で
は
、
無
で
あ
っ
た
.
そ
の
世界
と

主葎
と
を
規
定
す
る
唯
一の質
は、
貨

幣
であ
り
資
本
と
いう
こと
だけ
で
あ

る
.
この
よ
う
な
世
界
は
質
を
も
元
ず

限
界
が
な
い
.
限
界
の
な
い
も
の
は
超

越
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
.
そ
し
て
超

魑
が
不
可
能
で
あ
る
以
上
、
形
而
上
学

は
ブ
ル
ジ
ョア
・イ
デ
オ
ロ
ー
グ
に
と

っ
て
、
成
立
不
可
能
な
も
の
と
堰
る
よ

り
ほ
か
は
な
か
った
の
で
あ
る
.

　

ル
ク
ス
主
麟
の
哲
学
が

(
マ
)

い
ま
、
不
毛
と
癒
って

く

い
る
の
噸

カ
ン
ト
を

苦
し
め
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
異
質
の

世
界
の
出
現
が
哲
学
を
困
惑
さ
せ
て
い

る
から
で
は
あ
る
ま
い
か
。
それ
で
は

新
し
く
出
現
し
て
い
る
異質
の
世
界
と

はど
の
よ
う
な
もの
であ
ろ
う
か。
し

か
し
、
こ
の間
題
に
つ
い
て
考え
る
た

め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
㍉
これ
ま
で
の

哲
掌
や
理
鹸
が
も
ち
い
て
き
た労
法
の

性
格
が
あ
き
ら
か
に
さ
れて
い
な
け
れ

ば
な
らな
い
.
そ
う
で
な
い
な
ら
、
異

質
の
世
昇
の
性
格
が
わ
か
って
も
、
そ

れ
に
対
応
ず
る
た
め
に
、
哲
学
や
理
鵠

の
方
法
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し

た
が
って
、
哲
学
の
不
毛
を
止
揚
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
.
こ
れ

ま
で
の
理
諭
は
、
ヘー
ゲ
ル
が
理
性
の

狡
智
と
い
う
言
葉
で
巧
み
に
衰
現
し
た

よ
う
に
、
対
象
自
身
の
力
に
よ
って
、

対
象
の
矛
履
を
侵
剛
さ
せ
る
こ
と
に
よ

って
、
そ
の
質
を
あ
き
ら
か
に
レ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
った
。
こ
の
と
き
、

主
体
た
る
人
聞
は
、
対
象
的
過
穆
の
外

に
立
ち
ド対
象
自
身
の
力
に
よ
っ
て
対

象
を
う
こ
か
す
と
ご
ろ
に
、
こ
の
方
法

の
特
徴
が
あ
った
.
す
な
わ
養

主
体

本

進

は
ど
こ
ま
で
も
閥
う
も
の
で
あ
り
、
対

象
は
答
え
る
も
の
で
あ
る
.
間
う
も
の

と
答
え
る
も
の
と
の
こ
の
よ
う
な
分
耀

が
、
近
代料
学
の
成
立
と
発
展
と
の
条

件
で
あ
った
。
し
た
が
っ
て
、
間
う
こ

と
を
軽
門
と
し
、
そ
の
た
め
に
分
化
さ

れ
た
職
業
的耕
究
者
の
任
務
は
対
象
の

中
に
猷
く
入
り
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

対
象
に
答
え
る
こ
と
を
強
制
し
、
ま

た
、
こ
の
強
制
を
つ
づ
け
る
こ
と
寄

能
と
す
る
力法
を
逸
見す
る
こ
と
で
あ

う
た
。
こ
うし
て
、
近代
科
掌
は、
間

う
も
の
と筈
え
るも
の
とを
践
然
と分

治

離
さ
せ
、
そ
の
一方
が
他
方
に
街
え
る

こ
とを
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。
こ
の
分
馳
が
、
何
か
の
理
由
に

よ
っ
て
不
可
能
と
な
り
、
あ
る
い
は
、

対
象
が
答
え
る
こ
と
を
拒
否
し
た
と

き
、
科
学
は
た
ち
ま
ち
不
毛
と癒
り
混

乱
す
る
。
現
在
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
哲

学
が
不
毛
で
あ
る
と
い
われ
る
の
も
、

対
象
が答
え
る
こ
と
を
棺
否
し
、
閲
う

も
の
と縛
え
るも
の
と
の
分
畔
が
不可

能
とな
っ
て
いる
から
で
はな
か
ろう

か
。
こ
こ
であ
ら
た
め
て、
わ
れ
われ

は
浅
マ
ルク
ス
主義
が直
圓し
て
い
る

新
し
い
事
態
に
っ
い
て
看
え
て
み
な
け

れ
は
な
ら
な
い
。

　

ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
闘

いげ
渚
礫
灘
篶

な
が
ら
揃
導
者
と
大
衆
と
の
分
翫
は
必

然
で
あ
っ
た
.
こ
の
と
き
指
導
者
は
間

う
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
大
衆
に
各
え

る
ζ
と
を
強
制
す
る
.
こ
れ
に
対
して

大
衆
は
、
主
と
し
て
そ
の
行
助
に
よ
っ

て
答
え
る
。
ζ
つ
し
て
理
諭
は実
践
に

よ
っ
て
検
証
さ
れ
、
笑
践
か
ら
学
ぷ
こ

と
が
で
き
た
。
藁命
運
動
が
発
展
せ

ず
、プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
内
的
矛
贋

が
十
分
に
展
開
され
て
い
な
い段
階
で

は
、
か
れら
は
こ
の
よ
う
な
告
え
る
も

の
とじ
て
受
助
的な
存
荏
形
態を
持
続

す
る
よ
り
仕
方
が
な
か
っ
た
。し
か

し
、
対
瞬
が
答
え
る
も
の
と
し
て
とど

ま
る
か
ぎ
り
、
理
齢
自
体も
、
答
を
き

くも
の
と
いう
受動
的
姿
勢
を
尿
却
す

る
こ
と
が
でき
な
い
.
極
端な
鳩
合に

卜

は
、
そ
れ
は
単
に
観
る
も
の
に
ま
で
転

落
す
る
、
聞
を
訂凶
し桐
想
す
る
も
の

と
し
て
は
、
た
し
か
に
能
動
的
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
そ
の
栂
想
に
、
対
狼
が
受

動
的
に
し
か
答
え
な
い
以
上
、
い
く
ら

対
象
か
ら
学
ぽ
う
と
し
て
も
ギ
ぷ
こ
と

の
で
き
る
範
囲
は
、
自
分
の
檎
想
そ
の

も
の
に
よ
って
鰻
初
から
限
定
さ
れ
て

い
る
.
そ
の
た
め
に
榔
加
は本
質
的に

は
受
動
脅
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
反
っ

て
、
主観
主
醜的
な
能
駒
倥
を
つ
よ
め

ず
に
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
問
う
も

の
は
ま
す
尋

職
菓
的
博
門
家
と
なら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
間

う
も
の
と
答
え
るも
の
と
の
分
化
、
職

業
的
革
命
家
と天
衆
との
分
化
を
媒
介

とし
て
生E
る
填命
運
勤
は
、
そ
の
構

遣
舎
件が
狭
く
愛
財的
で
あ
る
過
し
か

し
、
革
命
遡
勤
の
歴
史
が
しめ
し
て
い

る
よ
う
に
単⑰
還
勤
は
贈
菜的
革
命
家

の
分
化に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て飛
躍的

に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る

必
要
な
認
識
形
態

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
そ
の

(
そ

)
構
造
套

が
狭
く
受
勘

く

的
で
あ
る
の
に
、
運
財

は
発
展
し
飛
躍
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
ろ
う
か
.
よ
く
知
ち
れ
て
い
る
よ

う
に
ボ
ル
シ
ェウ
ィ
キ
は
少
数
の
中
央

委
員
の
寡
頭
支
配
に
よ
っ
て
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
の
革
命
的
行
動
を
罠
隊
的
に

組
織
し
指
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
囎
利

レ
た
。
戦
争
や恐
慌
によ
っ
て
広
汎
な

大衆
が
街
頭
に
進
出
し
、
闘
争
が
き
わ

め
て
尖
鋭
化
した
とき
に
は
、
こ
の
よ

う
な
蟹
墜
剛組
織
、
少
数
の
職
菜
的
指

揮
者
に
よ
る
指
導
な
し
に
は
敵
に
勝利

す
る
こと
が
で
き
な
い
の
は
いう
まで

も
な
い。
し
か
し
、
レ
ー
ニン
が
職
菜

的
革
命
家
の
指
導
を
強
濁
し
た
の
は
、

争
に
勝
利
す
る
た
め
の
物
質
的
な
カ

を
創
出
す
る
と
い
う
よ
う
な
プ
ラ
グ
マ

テ
ィ
ック
な
鼠
困の
た
め
だ
け
で
は
な

か
った
.
レ
ー
ニン
は
「背
教
者
カ
ウ

ご

ツ
キ
i
」
の
中
で
金
融
資
本
に
た
い
し

て
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
ζ
れ
ま

で
の
経
済
的
斗
争
の
方
法
や
政
治
闘
争

の
方
法
は
不
申分
で
あ
る
と
し
て
、
議

会
的
民
主
主
義
に
か
わ
る
ソ
ビ
エ
ト
の

憲
義
を
絆
し
く
脱
明
し
て
い
る
.
革
甜

の
過
程
で
蜂
起
の
嬉
関
と
し
て
自
然
発

生
的
に
生
れ
た
ソ
ビ
エ
ト
組
織
を
、
な

ぜ
レ
ー
ニ
ン
は
こ
の
よ
う
に
商
く
評
価

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
.
そ
れ
は
、
ソ
ビ

直
接
性
抽
象
牲

の
矛
盾
を
止
揚
す
る
も
の

エ
ト
こ
そ
、
職
菜
的
単
動
蜜
と犬
衆
と

の
分
化
と
い
う
革
命
運
動
の
卿
遣
全
体

が
、
そ
の
終
局
の
目
的
と
し
て
い
る
溺

態
の
成
立
に
不
可
欠
な
ロ
シ
ア
的
条
件

と
な
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
.
さ

き
に
し
め
し
た
よ
う
に
、
革
命
還
動
が

そ
の
構
造
的
な
受
動
性
を
止
揚
ず
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ァ
ー
ト
が
答
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
.
卑

純
な
、
答
え6
も
の
と
い
う
未
分
化
か

ら
、
臼
分
の
内部
に、
答
え
るも
の
と

間
う
も
のを
分
化
嚢

み
ず
か
ら

閥
い
みず
から
答
五
るも
の
と
な
らな

け
れ
ぱ
な
ら
な
い.
内
的
に
分
化
し
て

は
じ
め
て
プ
ロレ
タ
リ
ア
ート
は
主体

的
に
組
織
す
る
も
の
と
なる
こと
が
で

き
る
。
も
と
も
と
プ
ロレ
タ
リ
ア
ート

は
、
そ
の
本
質
か
ら
し
て
組
織
的
な
人

問
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
組
織
性
は

最
初
、
工
場
機
械
の
組
織
体
系
に
従
属

し
た
も
の
と
し
て
資
本
に
よ
って
あ
た

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
蛍

働
組
合
な
ど
の
組
織
も
、
指
導
者
と
天

衆
と
の
分
化
に
よ
る
タ
テ
の
指
導
に
媒

介
さ
れ
ぬ
か
ぎ
り
勤
く
こ
と
の
で
き
ぬ

受
勤
的
組
畿
で
あ
った
。
も
ち
ろん
、

こ
の
中
で
大
衆
は
次
第
に
自
分
を
、
単

に
答
え
る
も
の
か
ら
間
う
も
の
に
変
化

さ
せ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
か
れ
ら

の
ヨ
コ
の
締
合
は
、
タ
ナ
の
締
合
に
媒

.介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
か
れ
ら

が
夢
り間
う
も
の
と
し
て
、
組
織
者
と

し
て
、
活
動
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の

活
動
は
自
由
な
自
己
拡
大
的
な
も
の
で

は
な
い
.
そ
の
活
動
は
既
存
の
タ
テ
の

関
係
の
枠
か
ら
出
る
こ
と
は
ね
く
、
そ

れ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
だ

受
動
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
受
勤

性
が
能
勤
性
の
条
件
な
の
で
あ
る
.
闘

麟
の
拡
大
と
そ
の
尖
鋭
化
と
は
、
タ
テ

の
指
導
を
強
化
す
る
と
と
も
に
大
衆
の

自
主
的
活
動
を
弧
く
要
求
す
る
か
ら
で

あ
る
.
激
格
な
皿
隊
的
組
の
で
あ
っ

て、
は5
め
て
強
大な
敵
と
た
た
かう

こ
と
が
でき
る
の
で
あ
る
から
、
受
勘

性の
弦
化だ
け
が
能
駒
性
を
媒
介す
る

　

そ
れだ
け
で
は
な
い
.

(
そ

)
鑑

の琵

隻
正
揚

く

す
る
こ
と
が指
導の
本

来
の
任
務
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で組
織
の

主
体
的
能
動
性
は
、
大
衆
が
み
ず
か
ら

指
導
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
、
指
群
と

破
指
導
の
交
互
関
係
を
自
分
の
内
部
に

も
つ
も
の
1

内
的
に
分
化し
た
も
の

と
堰
る
こ
と
な
し
に
は生
れ
る
こと
は

な
い.
し
た
が
っ
て職
菜
的
革
命
家
と

いう
外
的
な
分
化も
、大
衆
の中
に内

的
分
化を
形
成
す
る
た
めの
も
の
で
あ

る
。自
分
が
内
的
に
分
化
す
るた
め
に

は
、ま
ず
最
初
に
、
そ
れ
が
外
的
分
化

と
し
て
あ
た
え
ら
れ
、
こ
の
外
的
なも

の
と
の
交
互
関
係
、
そ
れ
と
の
対
決
が

必
農
で
あ
る
。
弁
証
法
的
鵡
理
は
ζ
の

こ
と
を
裂
求
す
る
。
過
去
の
董
命
運
動

が
そ
の
構
遣
全
体
の
狭
さ
に
も
拘
ら

ず
、
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
そ
れ
が
外
的
分
化
の
内

的
分
化
への
転化
と
い
う
革
命
運
動
の

弁
証
法
的
発
展
の
た
ど
る
必
然
的
な
道

に
そ
う
も
の
で
あ
った
か
ら
で
あ
り
、

そ
の
指
導
構
造
が
の
ち
に
レ
ー
ニ
ン
に

よ
って
否
定
さ
れ
た
の
も
、
そ
の
本
果

的
な
自
己
否
題
性
の
た
め
で
あ
る
.
し

た
が
っ
て
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
マ
ル

ク
ス
主
翻
の
理
醐
も
、
そ
の
ブ
ル
ジ
ョ

ア
科
学
的
な
方法
に
も
か
か
わ
ら
裳

運
動
を
指
導
k

運
勤
か
ら
掌
ぷ
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
.
し
か
し
、
そ
の

自
己
否
足
性
の
粟現
、
す
な
わ
ち
主
体

的
組
織
と
し
て
の
ソ
ビ
エ
ト
の
出
現

は
、
こ
れ
ま
で
の
外的
指
導
の
終
焉
を

憲
味
し
、
マ
ルク
ス
ま
義
理
舗
の質

的
肱
化
を
要求
す
る
も
の
であ
っ
た
。

運
動
の
こ
の
転換
は
、
闘
争
の
い
っ
そ

う
の
尖
鋭
化な
し
に
は
突現
さ
れ
な
い

し
、
した
が
っ
て外
的
指
導
を
ま
す
ま

す
強
化
し
な
けれ
ばな
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
そ
の
外
的
指
轟

を
止
揚
す
る
必
農
性
と
止
揚
の
条
件
と

の
い
っ
そ
う
の
成
熱
を
意
昧
し
て
い
も

し
た
.
ス
タ
ー
リ
ン
の
失
敗
は
嘱
外
的

掬
導
の
強
化
の
必
要
に
璽
萎

さ
れ
て
、
そ
れ
が
必
然
的
に
'ての
中
に
内

包
し
て
い
る
囚
的
指
導
へ
の
転
化
の
条

件
の
成
熱
を
鰍
視
し
、
ソ
ビ
エ
ト
を
形

骸
化
さ
せ
た
こ
と
に
あ
った
。
こ
の

た
め
、
ロ
シ
ア
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

は
、
ふ
た
た
ぴ
、
答
え
る
だ
け
の
も
の

へ
と
後
雌
し
た
。
い
や
、
そ
の
物
質
的

籍

の
あ
る
糧
度
の
安
定
と
と
も
に
、

笛
え
る
こ
とを
わ
す
れた
も
の
へ
と
饗

繍し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
.

　

シ
ア
で
お
こ
っ
た
の
と

(
口
)

似
た
事
態
が、
い
ま
曰

く

本
で
も
ま
た
お
こ
う
て

い
る
。
そ
れ
は、
日本
の
外的
指
導
組

織
が
、
自
分
を
囚的
指
導
紙
織
に
転
化

さ
せ
る
の
に
必
要な
方
法
を
見
失
っ
て

い
る
た
め
に、
日
本
のプ
ロレ
タ
リ
ア

ー
ト
も
衙
え
る
こ
と
の
でき
ぬ大
衆
へ

と
転
浩
し
て
い
る
と
い
う
こ
とで
あ

る
.
日本
のプ
ロレ
タ
リ
ア
ート
は
、

答
え
ぬ
も
の
と
な
った
.
日本
の
マ
ル

ク
ス
主
装
の
暫
学
や
理繭
も
、
そ
のた

め
に、
自
分
の
増
獲基
を
失
い、
そ
の

不
毛
を
な
げ
かず
に
いら
れ
ぬ
も
の
に

な
っ
た
の
で
あ
る。
し
か
し
、
こ
こ
で

の
不
毛
は
ロ
シ
ア
の
場合
と
は
ち
が

う
て
い
る.
ここ
で
の不
毛
は
、
第
一

に、
過
渡
期
と
いう
こ
と
によ
っ
て
、

第
二
に
は
、
国
家独
占
賃
本
主
麟
の支

配
と
い
う
こ
と
によ
っ
て
輿
介
さ
れ
て

いる
.
そ
のこ
と
を
膵
れて
外的
指
導

を
内
的
な
も
の
に
転
化
させ
よ
う
と

し
て
も
、
そ
れ
は
軌功
す
る
わ
け
がな

い
.
こ
の
嵐
に
つい
て
闇
単
に
考
え
て

み
よ
う
.
　

酬は
、
現
在
は
過
渡
期

(第

)

だ
と
い
う
こ
と
で
あ

く

る
.
過
渡
期
と
は
形
態

を
も
た
ぬ
時
期
で
あ
る
。
過
渡
期
と

は
、
歴
史
の
主
体
た
る
嘲
級
の
主
体
的

構
造
に
一つ
の
決
定
的
な
変
化
が
必
要

と
な
り
、
そ
の
条
件
も
成
熟
し
て
い
る

の
に
、
客
観
的
主
体
的
な
粂
件
の
た
め

に
、
こ
の
主
揮
の
質
的
変
化
が
そ
の
展

開形
態
を
も
つ
こ
と
が
で
き
准
い
時
期

の
こ
と
で
あ
る
。
主
体
はそ
の
展
開
の

形
態
を
も
と
め
て
い
る
.
し
か
し
、
過

渡
期
と
は
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
行
動

や
躍
蝕
の
外
的規
準
が
そ
の
観
準
と
し

て
の
意
昧
を
勤
箋

失
い
は
じ
め

て
い
る
時
期で
あ
る
.
し
た
が
っ
て
、

こ
の
時
期
に
プ
ロ
レタ
リ
ア
ー
ト
を
揃

導
す
る
と
は
、
かれ
ら
に
そ
の
主
体
的

な
展
開
形
式
を
み
ず
か
ら
発
見
さ
せ
る
一

こ
とで
あ
り
、
そ
のた
め
に
は
何
よ
り

もま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
規
準
の
す
べ
て

を
縦
い
直
し
、
轍
底
的
に
審
査
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
.
し
か
し
、
一方
、

歴
更
的
主
体
は
臼
分
の
展
開
形
式
を
ま

だ
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
.
そ
の
結

果
、
外
的
な
既
存
の
規
携
申嚢

つと

し
て
も
、
そ
の
批
判
や
懐
疑
は
そ
の
催

拠
で
き
る
康
理
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
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遇
去
の
テ
ー
マ
は
あ
ま
り
に
"ひ
と
り
よ
が
り
"

第
七
同
十
一月
祭
が
過
表
六
度
の
十

鮮
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
5
れ
な
い
陣

噌月
楽
を
抜
き
に
爵
え
ら
れ
な
い
の
と

年
の
テ
ー
マ
〃あ
あ
目
然
死
-

こ
の

同
じ
糧
に
今
年
の
テ
ー
マ
も
あ
る
憲
味

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
'
と頭
.
そ
レ
て

で
は
過
虫
の
テ
ー
マ
、
十
}月
祭
の
状

そ
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
十
一月
祭

は
、
前
覆
祭
は
盟
大
に
行
な
わ
れた
が

本
祭
に
入
る
や
、
旅
行
に
行
く
も
の
、

山
に
章
る
人
、下
宿
で
沈
ん
で
い
る

人
.
大
学
は
閑
散
と
な
っ
て
し
ま
つ
.

(も
ち
ろ
ん
ー
サ
ー
ク
ル
等
で
献
身
的

に
十
哺月
祭
に
さ
さ
え
て
き
た
多
く
の

人
が
い
た
の
で
す
が
.
}
あ
る
一部
の

人
達
の
あ
ま
り
に
も
4ひ
と
り
よ
が

り
"
の
十
一月祭
でし
た
。
そ
う
憲
味

で
今
年
の第
七
圃十
一月祭
が、
十
一

月
祭
の
〃新
し
い歴
史
"
を僕
ら
み
ん

な
の手
で
つ
くり
出
し
て
いく
出発
黒

に
な
る
よ
う
追
求
し
て
ゆ
こ
.つで
は
あ

り
ま
せ
ん
か
.

さ
て
、
僕
た
ち
を
と
り
ま
い
て
い
る

こ
と
を
譜
え
て
み
よ
う
。

風
呂
代
が
十
月
一日
か
ら
恒
上
り
、

国
鉄
運
質
の
大
巾
値上
げ
が
企
ま
れ
、

ま
た
就
職
嫉
は
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
〃ペト
ナ
ム
・日
聴
悶

題
が
緊
逼
し
て
い
る
折
、
予
算
を
一〇

%
留
保
せ
よ
"
と
い
う
逓
遜
が
大
蔵
省

か
ら
大
学
に
おり
る
。
理
学
邸
で
は
分

厨
の間
題
、法
学部
中
心
と
す
る
定
員

層
増
の間
題
。
〃蹴
事
研
究
の
]部
を

研
究
しな
けれ
ば卒
業
で
きな
い
こ
と

か
.枚
挙
に
い
と
ま
のな
い
程
の問
題

が
僕
達
のま
わ
り
を
とり
ま
い
て
いま

す
。
こ
のよ
う
な
と
と
〃
「日
韓条
約

」
批
准
"と
は
ど
う
いう
関
係
があ
る

の
で
し
ょう
。

ま
た
、
こ
つ
いう
情
勢
の
中
で
、
「

私
達
を
と
り
ま
く
文
化
」
は
ど
.つな
っ

て
い
る
の
で
し
ょう
か
.
「大
東
亜
肯

定
諭
」
が
大
手
を
ふ
って
歩
き
、
雑
誌

と
く
に
幼
い
子
供
達
に
た
い
す
る
マン

ガ
に
戦
争
を
贋
契
す
る
の
が
ふ
え
教
科

轡
の
中
の
〃秀
樹
"
(湯
川
)
が
ノ昊

機
8
(東
条
)
に
変
え
ら
れ
て
い
ま
す

家
水
間
題
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
歴
史
の

窺
実
を
ゆ
が
め
よ
つと
い
う
策
駒
が
強

め
ら
れ
、
讐
論
・出
版
に
た
い
す
る
冨

僚
統
制
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
.
私
達
は

〃良
曳
を
求
め
"
雌
云
の
〃舩
史
"
を

ゆ
が
め
る
も
の
に
対
レ
ー
断
固
と
し
て

闘
う
必
喪
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
僕
た
ち
は
、
掌
徒
出
陣
と
い
う
こ
と

で
、
事
笑
を
知
ら
さ
れ
ず
、
死
ん
で
い

う
た
多
く
の
先
鷺
た
ち
を
知
っ
て
い

る
.敵
甲
に
の
こ
し
て
来
た
彼
ら
の
こ
と

を
思
い
出
し
た
。

劉
間に
人
の言
葉
と
は
思
え
な
い

流
血
に
ζも
った
喘
ぐ習
業
を

俺
は
奪
つ
幾
展
聞
いた
こ
とだ
ろう

悲
し
い擾
国
の
鬼た
ちよ
/

す
さ
ま
じ
い夜
の
響蹴
の中
に

君
た
ち
は
ま
た
銃
剣
を
とり

遠
ざ
か
る
俺
逢
を
呼
ん
でい
る
のだ

ろ
う
か
.

あ
る
者
は
肋
髄
を
射
ち
割
ら
れ

あ
る
者
は
剛
部
を
射
ち
抜
か
れ
て

よ
ろ
め
さ叫
ぷ
君
達
の
声
は

ど
ろ
ど
ろ
と
胴
を
打
ち

ぴ
た
ぴ
た
と
冷
た
い
も
の
.旭頽
に
通

は
せ
る
.

こ
れ
は
「き
け
わ
だ
つ
み
の
画
」
の

中
の
詩
の
一部
で
す
。
彼
ら
の
多
く

は
「戦
墳
」
に
た
い
す
る
強
い
〃い
き

ど
お
り
"
を
殉
ち
な
が
ら
「天
磁
陛
下

万
威
」
と
い
う
て
死
ん
で
い
か
す
の.望

得
な
か
った
の
で
す
。
私
た
ち
は
そ
れ

を
く
り
返
し
て
は濠
ら
な
い
。
戦
争
下

に
す
で
に
「…
平
和
だ
、
平
界
和
の
世

が
一番
だ
」
と
い
う
苦
し
い
陳
き
画
は

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
だ
が
私
た
ち

は
い
ま
、
た
ん
に
平
和
を
願
う
と
い
う

だ
け
で
な
宝

現
に
お
び
や
か
さ
れ
て

い
る
それ
を
爽際
に
ヤ
り衛
る
た
め
の

具
体
的
努
力
に
進
ま
綴
ぱ
な
り
ま
せ

ん
。
流
さ
れ
た
塵
は
ふ
た
た
び
そ
れ
が

決
し
て
流
さ
れ
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と
以

外
に
よ
っ
て
は
つ
ぐ
な
わ
れ
な
い
の
で

す
.僕
ら
一人
一人
の手
で
、
み
ん
な

の手
で
、
懊た
ち
の
明
る
い美
し
い未

来
を
つく
りだ
す
π
の
に、
〃と
も
に

考
,柔
前
進
し
よ
う
4
.
「当
り
前だ

よ
、
そ
ん
な
こ
と
.
・:…
い
ま
さ
ら
何

を
・・…
・」
と
雷
う
人
が
いる
か
も
知
れ

ま
せ
ん
.
で
も
、
僕
たち
は
生
ま
れて

か
っ、
受
験
勉
強
に
遣
い
まく
ら
れ
、

競
争
に
竸
争
に
邉
い
ま
く
ら
れ
、
バ
シ

バ
ラ
に
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。
し
か
し

過
鼓
の
十
一月
祭
は
そ
れ
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
役
割
を
し
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
.
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
を

ま
ず
ま
す
深
め
る
以
外
の
何
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
ζ
竃

今
年
は
〃と
も
に
4
と
い
う
こ
と
を
強

罰
し
た
か
った
の
で
す
.
そ
し
て
、
み

ん
な
で
、
翼
の
裳
間
、
文
化
と
何
で
あ

る
か
、
僕
た
ち
は
誰
の
た
め
に
何
の
た

め
に
勉
強
し
て
い
る
の
か
を
逼
求
す
る

中
で
、
萌
虚
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
.

最
後
に
、
こ
の
テ
ー
マ
ー
は
∠
般

的
抽
象
的
4
で
あ
る
と
い
う御
憲
見
を

お
聞
き
レ
ま
し
た
.
そ
の
と
お
り
、
こ

の
テ
ー
マ
は来
年
でも
十
年
後
で
も
、

そ
し
て
、
京
大
でな
く
ても
他
の
大
学

で
も
僅
つ
こ
と
の
でき
る
テ
ー
マ
かも

知
れ
ま
せ
ん
.
でも
、
前
に
も
書
いた

よ
う
に
、
これ
まで
の十
一月
祭
が
あ

ま
り
に
も
〃ま
とも
4
でな
か
った
曝

ら
、
あ
ま
りに
も
∠
人
よ
が
り
"だ

った
から
。今
年
は
、
み
ん
な
の手
で

っく
りだ
す
最
初
の
申
一月
祭
な
の
で

す
.
みん
な
の手
で
、
こ
の
十
一月
祭

に
積
蠣
的
に
拳
加
し
て
、
何
か
を
得
て

ほ
し
いし
へ
何
か
を生
み
出
し
て
ほ
し

い
と
思
いま
す
。

(十
鱒月
祭
本
部
異
行
鍵
員
会
事
麺
局

憂
・罎
痘
早郁
二園
止
σ

い
.
教
条
と
常
識
と
の
ほ
か
に
は
蝦
る

べ
き
も
の
が
な
い
.
徹
麿
的
な批
判
的

糟
神
が
必
要
な
とご
ろ
で
教
条
や常
識

が支
配
レ
な
けれ
ば
な
らな
い
.
こ
の

矛
慮が
常
識
に
批
判
的
で
新
鮮な
も
の

と
い
う
仮
象
を
あ
た
え
る
.
平
和
、反

ス
タ
ー
リシ
王
●
、
構
遣
改軍
な
ど
の

常
臓
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
遮
藷
な
も

の
と
なる
。
な
ぜ人
々
は
平
和運
勘に

あ
れ
ほ
ぱ
執着
す
る
の
で
あ
る
うか
.

康
爆
に
よ
る
人
顛
滅
亡堰
ど
と
いう
よ

う
な
常幽
がな
ぜ
あれ
ほど
運
勲
を
麿

配
す
る
の
であ
ろ
う
か
.
それ
は
、か

れ
ら
が
、
こ
のよ
う
な
愚
にも
つ
かぬ

常
識
以
外
に
は人
々
を
勤
かす
こと
が

で
き
な
い
から
であ
る
。
歴史
的
主
体

が
そ
の展
開
形
式
を
模
索す
る
だ
け
で

いる
とき
、
すな
わ
ち
、
動
かぬ
も
の

と
な
って
いる
と
き
、
この
動
か
ぬ
も

の
を
甥
か
す
方
法
と
し
て
は
、
か
れ
ら

の
原
始
的
な
恐
楴
に
訴
え
る
以
外
に
道

が
な
い
か
ら
で
あ
る
.
ζ
つし
て
過
渡

期
の
矛
膚
は
、
常
議
と
教
条
と
申璽
あ

る
い
は
反
常
譲
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
常

識
を
、
進
歩
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
た
ら
し
め

る
こ
と
に
よ
って
、
外
的
指
導
の
内
的

指
導
への
転
化
申諮
賜止
し
、
レ
た
が
っ

て
理
論
の
不
毛
を
必
然
の
も
の
と
す
る

の
で
あ
る
.
主
体
が
そ
の
運
動
形
態
を

も
と
め
て
い
る
と
き
、
外
的
指
導
が
、

こ
の
よ
う
な
過
渡
期
の
常
識
的
解
決
に

藷
足
k
進
婁

ロ
労
ン
に
響

れ
る
だ
け
で
あ
る
な
ら
、
主
体
は
そ
の

}一資
を
か
く
し
、
答
え
る
こ
と
を
や
め
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
.
理
齢
も
富
識
に
支

一配
さ
れ
る
.
そ
の
不
毛
は
必
然
で
あ

る
.
か
く
過
波
期
は瑠
鏑
の
不
毛
の
条

件
と
し
て
の
、
礪
立
さ
れた
親準
の支

配
を
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え

っ
て
不
唱
を
つ
け
つ
づ
け
ね
ば
な
り
な

い
の
で
あ
る
.

　

二
に
、
こ
の
過渡
期
は

(
第

)

た
だ
の
過渡
期
で
はな

く

い
.
そ
れ
は
国家
独
占

貰
本
窄
義
の
支
配
す
る
過
護
期
で
あ

る
.紙
妓
の関
係
で
こ
の間
題
に詳
し

く
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
国

家
独
占費
本
宇
磯
と
は
、
帝
国
中昌義
戟

争
を
準
樹U
帝
園
主
覇
的
唖
争
に
勝
利

す
る
た
め
に
、
独
占
資
本
が
因
蜜
桶
刀

の手
を
か
り
て
、
か
れ
ら
の
方
式
で
生

竃
を
組
織
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
.
一方
、
ル
カ
ー
チ
も
い
う
よ
う

に
、
帝
国
宅
義
は
馬
あ
ら
ゆ
る
社
金
的

裂
紫
を
分
解
さ
せ
、
と
く
に
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
を
階
級
か
ら
個
人
に
解
体
さ

せ
る
ζ
と
を
そ
の
基
本
の
敬策
と
し
て

い
る
.
し
た
が
っ
て
、
国
縦
独
占
資
本

主
●
が
公
共
性
の
名
の
下
に
お
こ
な
う

生
窟
力
の
あ
の
巨
大
な組
繊
化
は
湘労

働
省
の
解
体
を
促遷
ず
る
忙
方
で
し
か

お
こな
う
こ
と
が
で
き
な
い
.
そ
の
・

た
め
、プ
ロ
レタ
リ
7
ート
は
、
い
ま

や
ーか
っ
て
の
纏民
地
闘争
の
よ
つ
に

鷹
殻
に
国
蜜
柵
力
と
対
す
る
。
し
か

し
、
こ
の
対
立
は、
そ
の
主
慰
から
い

っ
ても
親模
や
形
態
から
い
っ
ても
植

民
地
闘
争
のよ
う
に
個別
的
艮体
的
で

は
な
い
.そ
れ
が
対
立す
る
も
のは
、

公
立性
と
いう
抽
象
物
であ
り
、
そ
の

規模
も
、
一企業
の
紳
を
はる
かに
越

え
て
いる
.
そ
れ
は
一産
業
、
一階
級

さ
え
も
越
え
る
のが
普
通
で
あ
る
。
そ

の憲
味
で
も
そ
れ
は
抽
絞
的
で
あ
る
.

闘
争
は
置
摘
的
で
あ
る
と
と
も
に
抽
般

的
で
あ
る
.
これ
は
矛
贋
し
て
いる
.

この
国
娠
独
占
資
本
主麟
と
と
も
に
成

立
し
た
鳥
質
な
矛
曝
の
た
め
に
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
よ

は
そ
の
異
慣
な
闘
争
に

ふ
さ
わ
し
い
展
開
形
式
を
も
つこ
と
が

で
き
な
い
.
政
治
的
無
闘
心
と
か
マス

堺
象
と
が
い
わ
れ
る
も
の
の
底
に
あ
る

大
衆
の
熊
意
議
の
昔
悩
を
読
み
と
ら
な

け
れ
は
な
ら
な
い
。
颪
接
性
と
拍
敦
性

と
の
矛
盾
は
、
大
衆
が
「直
接
」
に
組

織
壱
b
な
り
、
一企
業
、
一産
業
の
枠

を
こ
え
て
自
分
を
「普
遅
的
」
に
認
翻

し
て
い
く
よ
う
な
新
し
い
認
識
形
態
が

発
見
さ
れ
創
出
さ
れ
な
け
れ
は
な
bな

い
。
闘
争
の
直
接
性
は
外
的
階
導
の
強

化
を
っよ
く
必
裂
と
し
て
い
る
が
、
闘

争
の
抽
誘
性
ーー
普
遍
性
は
、
外
的
指
導

が
内
的
指
導
に
転
化
し
な
い
で
は
外
的

指
導
そ
の
も
の
も
災
現
さ
れ
な
い
こ
と

を
し
め
し
て
い
る
.
マ
ル
ク
ス
主
義
の

哲
学
や
理
協
が
不
毛
で
あ
る
の
は
、
理

鹸
そ
の
も
の
の
質
的
転
換
の
必
要
が
迫

って
い
る
こ
と
を
物
語
って
い
る
の
で

あ
る
.
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
そ
の
闘

争
の
直
接
性
と
抽
象
性
の
矛
贋
を
止
揚

す
る
翻
識
形
態
を
発
見
し
、
み
ず
か
ら

答
え
る
も
の
で
あ
る
と
岡
時
に
問
う
も

の
に
な
る
こ
と
に
よ
って
は
じ
め
て
漣

論
の
質
的
肱
換
、
そ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

的
独
自
性
が
実
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

理
諭
の
階
級
性
と
は
か
く
の
ご
と
き
も

の
で
あ
る
.
a
學
者
)

生
惚地
下
●
願
都

①
「日
本
の
歴

史
9
南
北
朝
の
動
乱
」(中
央
公
論
社
)

②
「世
界
の
文
壁
デ
鼻
ー
ル
ゾ
ァ
レ
ー

ス
一バ
リ
コ
ン
、、、
一ー
ン
」
(申
央
公

論
社
)
③
西
村
緻
誰
畜
「私
は
見
た
韓

国
の
囚
幕
」
(朝
日
新
悶
社
)
④
松
勘

与
二
直
「多
様
体
入
門
」
(展
化
房
)

㈹
ド
イ
ソ
チ
ャー
醤
「一㌔沢
爽
-
義
」

観
而
葛

全15巻
配本中騰囎 岩波講座現代法
国
民
の
意
志
が
国
会
に
反
映
し
、
国
会
が
法
律
を
つ
く
る
・…
-と
い
う
だ
け
で
は
安

心
し
て
い
ら
れ
な
い
時
代
に
な
っ
た
。
立
法
過
程
は
さ
ま
ざ
ま
の
政
治
勢
力
の
う
ず

ま
き
の
な
か
に
お
か
れ
て
い
る
。
登
場
す
る
主
役
は
国
会
だ
け
で
は
な
い
。
政
府
、

官
僚
、
政
党
、
数
多
く
の
圧
力
団
体
、
マ
ス

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て

一

般
国
民
…
…
そ
れ
ら
の
諸
力
が
ど
う
折
り
あ
っ
て
、
ひ
と
つ
の
法
律
が
で
き
る
の
か
。

ま
さ
に
立
法
の
法
政
治
学
的
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
律
を
形
式
的

抽
象
的
に
で
は
な
く
、
実
質
的
現
実
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
こ
う
し
た
研

究
を
く
ぐ
ら
な
い
で
は
、
な
に
ご
と
も
語
れ
ま
い
。

東
京
大
学
教
授

日
高
六
郎

、

者

議
会
劇
を
中
核
と
す
る
近
代
民
主
主
義
国

家
は
、
世
界
を
ゆ
り
動
か
し
た
7
7
シ
ズ

ム
に
よ
る
危
機
の
時
代
を
の
リ
ニ
え
、
第

二
次
大
戦
後
は
、
大
案
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と

敢
覚
国
家
、
楕
祉
行
致
の
拡
大
と
行
政
権

の
優
鶴
な
ど
、
種
々
の
新
し
い
-
妻
課
纏

に
直
画
し
て
い
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
将

来
は
、
現
代
に
お
け
る
立
法
お
よ
び
立
法

機
関
を
め
ぐ
る
瀦
聞
窟
の
解
決
い
か
ん
に

か
か
る
と
こ
ろ
極
め
て
大
き
い
.
こ
の
-

要
な
い
く
つ
か
の
論
点
に
多
様
の
負
度
か

ら
科
学
的
な
分
析
を
加
え
る
こ
と
が
、
本

巻
の
課
厘
で
あ
る
。

■
全
奪
内
審
と
編
集
貴
任
奢

立
法
11
芦
部
信
喜

俊
隆

⑦
現
代
法
と
経
済
ー-
渡
辺
洋
三

働
鱒
小
川
政
亮
/
蓼
沼
厳
一

冒
井
上
茂

⑭
外
国
法
と
日
本
法
/
伊
藤
正
己

第
5
回
/
3
巻

1
現
代
に
お
け
る
立
法

H
現
代
議
会
欄
の
構
造

東
京
大
掌
法
学
部
教
授

芦
部
信
喜
編
集

●
現
代
法
の
展
廟
龍
小
林
直
樹

④
現
代
の
行
教
11
雄
川
一郎
/
高
柳
信
』

③
現
代
法
と
市
艮
11
加
藤
一
郎

⑪
現
代
法
と
粥
■
髄
平
野
竜
一

賀
部
信

喜

①
議
会
制
民
主
主
義
の
展
開

深
瀬
忠

一

②
社
会
主
義
憲
法
に
お
け
る
立
法
機
関
…
…

浅

弁

敦

m
選
拳
と
敵
党

①
現
代
選
挙
法
の
諸
原
理

作
問
忠

雄

②
現
代
憲
法
と
政
党

手

島

孝

"
現
代
立
法
遇
程
の
理
論
こ
閥
鳳
点

①
立
法
過
程
論

田
口
精

曙

②
現
代
立
法
過
程
の
問
題
点

池
田
政

章

V
立
法
の
裁
割
的
統
劇

①
司
法
審
査
制
の
理
念
と
機
能

芦
部
信

喜

②
憲
法
裁
判
制
の
理
念
と
機
能

覚
道
豊

治

●
親
代
法
と
●
家
M
橋
本
公
.旦
/
和
田
英
夫

●
現
代
の

⑤
現
代
の
藏
舗
"
三
ケ
月
章

⑥
現
代
の
法
槍
家
師
潮
天

◎
現
代
法
と
企
彙
/
矢
沢
惇

●
現
代
法
と
労

●
覗
代
法
と
困
■
杜
会
11
寓
野
雄
蝉
⑪
現
代
法
の
思
懇

⑲
窺
代
法
学
の
方
法
"
碧
海
純
一

白
メ
キ
数
字
は
既
刊

b

層 来 ・

醸

難
菱秀
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旧
版
《
経
済
学
小
辞
兵
》は
昭
和
26
年
刊
行
以
来
、豊
富
な
内
容
と

高

い
学
問
的
水
準
と
に
よ
っ
て
学
生

・
獅
究
者

・
実
務
家
に
ひ
ろ

く
親
し
ま
れ
て
き
た
が
最
近
の
経
済
学

の
飛
躍
的
進
歩
と
内
外
政

治
経
済
事
情

の
大
き
な
変
動
と
に
応
ず
る
た
め
、こ
こ
に
全
面
的

に
稿
を
改
め
て
、
《
経
済
学
辞
典
》
と
し
て
ま

っ
た
く
新
し

い
出

発
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。近
代
経
済
学
及
び

マ
ル
ク
ス
経
済
学

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
専
門

の
学
者
六
〇
〇
余
氏
の
緊
密
な

脇
力
に
な
る
本
辞
兵
は
、質
量
と
も
に
類
書
を
圧
す
る
内
容
の
充

実
を
誇
り
う
る
も

の
と
信
ず

る
。

最
新
の
」経
済
理
論
の
理
解
と
.

現
実
の
経
済
問
題
の
分
析
の
た
め
に
!

▼
近
代
経
済
学
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
両
分
野
に
於
る
最
新
の
学
聞
的
成
果
の
集
大
成

▼
ま
と
ま
っ
た
知
識
の
体
系
的
把
擾
が
で
き
る
よ
う
に
、
脚
頃
目
に
か
な
り
の
ス
ベ
ー

ス
を
さ
く
中
項
目
方
針
を
と
る
。

▼
適
宜
に
小
項
目
勧
配
し
簡
潔
正
確
に
概
念
を
把
握
し
う
る
よ
う
に
し
た
。

▼
単
に
経
済
学
上
の
理
論
的
事
項
・
人
名
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ひ
ろ
く
経
済
活
動
全
般
に

わ
た
る
項
目
を
収
録
し
、
実
際
薗
で
の
活
用
に
十
分
応
え
う
る
よ
う
に
し
た
。

▼
関
連
事
項
を

噸
括
す
る
周
覇
な
索
引
を
付
し
、
系
続
的
利
用
の
便
を
は
か
っ
た
。

'

卵

発
亮
定
価
二
入
O
O
円
/
内
容
見
本
進
呈

A
5
判
・上
製
函
入
・
ク
ロ
ー
ス
装

・

三
五
〇
頁

大
河
内

一
男
腔
経
済
学
の
新
し
い
発
展
に
せ
ま
る

小
椋
広
勝
"
格
段

に
高
ま
っ
た
実
用
価
値

山
田
雄
三
11
面
目
を
一
新
し
た
見
事
な
新
版

堀
江
薫
雄
11
識
見
と
洞
察
力
の
養
成
に

甲凹

,

560

 

.


